
令和２年度事務事業改善提案の実施結果【提案概要】

整理
No 提案名 所属 概要 効果

1
新型コロナウイルス感染拡大防止
対策を講じた浦安市民功労者表彰
式の開催

総務課

飲食を伴う祝賀会を中止、観覧客を受賞者の関係者のみとし、消
毒用のアルコール液や演台への飛沫防止用アクリル板の設置、
観客席は１席空席確保、出席者の検温など徹底した感染予防対
策を実施したほか、来場できない方が視聴できるよう、式典の
YouTubeによる動画ライブ配信を実施した。

式典のYouTubeによる動画ライブ配信により従来の入場方式
では見ることができなかった方が式典を閲覧できたことや完全
招待制を実施することにより来場人数をコントロールでき、密
になる場面を避け安全に開催できたことなど表彰式典を遂行
するという目的は達成された。

2
押印・署名の見直し調査に関する
工夫

総務課

全庁共有フォルダ内にQ＆A表を作成し、回答者が疑義を書き込
むと依頼課が答えを書き込んでおく方式を採用し、当事者間だけ
でなく、全庁で共有できる仕組みを採用し予算をかけずに事務の
効率化を図った。

質問件数が想定よりも少なくなる効果が見受けられた。調査を
通じて、個別に生じた質問に対応し、意思統一を図ることがで
きた。

3 備える浦安TV 危機管理課
市民の方々が日頃からできる防災対策や災害時に役立つ情報を
インターネット動画（You Tube）で配信している。

インターネット動画として配信することで、より多くの方々に対
し防災対策等について周知できた。

4 令和２年度浦安市総合防災訓練 危機管理課

市民一人ひとりの防災意識・防災行動力の向上を図り、市民の生
命、財産を守り、安全で安心な生活を確保するため実施した。令
和２年度においては、訓練の状況を実施場所において放映すると
ともに、Youtubeにて生配信した。

インターネット動画として配信することで、より効果的に市民一
人ひとりの防災意識・防災行動力の向上を図ること等ができ
た。

5
浦安まちづくり市民会議のオンライ
ン開催

企画政策課

「（仮称）まちづくりに関する条例」について、市民意見を反映する
ため、「浦安まちづくり市民会議」を設置しオンラインにて開催し
た。講演会の内容をYouTubeに掲載して広くホームページで公開
するとともに、市民会議についてもZoomを用いたWeb会議として
いる。

オンライン開催に変更することにより参加を見送る市民が多く
出ることが懸念されたが、自宅などから安心して参加できること
によって、市民サービスの向上を図ることができた。

6 広報業務における事務改善 広聴広報課
国や千葉県・浦安市からの予防啓発や対策事業等の最新情報を
広聴広報課が所管する広報紙、ホームページ、ツイッター、電光
掲示板等の各種媒体を活用し、市民への周知を図った。

広報紙では、市民へ視覚的な注意喚起をすることができ、
ホームページビュー数、ツイッターフォロワー数が昨年度よりも
増加した。庁舎の電光掲示板の色分けした活用は、遠くからも
内容が把握できるため、情報発信媒体としては、効果の高い
ものとなった。

7 広聴広報課事務改善 広聴広報課

事業変更等の啓発周知を 市民向けの「市長メッセージ」として配
信するにあたり、収録業務が密にならないよ う広聴広報課職員自
らが収録を行い、編集した後にホームページやYouTubeに掲載し
た。

緊急的なメッセージ収録でも職員で対応し、短時間でホーム
ページに掲載することができた。ホームページやYouTube、ツ
イッターに掲載後は、市民からの反応がすぐにあり、市長メッ
セージの発信効果は、市民にとって関心が高いことが伺えた。

8 確定申告会場の見直し 市民税課

文化会館での確定申告作成相談会を行わず、自宅で行うことが
できる、ＩＤ・パスワードの登録会場を設置した。市県民税申告書を
発送する際に郵送での提出をお願いするように封筒に印字したほ
か、申告書の仮収受について回収ボックス、投かん型に変更し派
遣事業を大幅に削減し、人員の削減を行った。

会場を縮小した事により備品やパソコンの台数、派遣職員の
人数の削減を行った事により事業費を削減することができた。
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整理
No 提案名 所属 概要 効果

9
コロナ禍におけるイベント・事業の
実施

市民経済部
市民まつり、市民活動フェスティバル、平和関連事業などのイベン
トにおいて、動画配信、オンライン化、DVD作成など各課創意工
夫し、コロナ状況に見合ったイベントを安全に実施した。

YouTubeやZoomなどによる新たな手法を活用しての実施など
で対応することができた。DVDなどやYouTubeを利用し、参加
者の拡充や継続的に周知できる体制をとることができた。

10 窓口業務の改善について 市民課

市民課前フロア待合スペースを拡大、記載台の配置替え、椅子の
間隔を広げるなど密にならないよう大幅に改善した。窓口や記載
台で使用するボールペンについては、使用済のものは定期的に
消毒を行っている。

記載台を壁に向け、飛沫感染を防ぎ、椅子の間隔を空け密を
避け、多くの市民が利用するボールペンについて、消毒を行
い、消毒済と使用済をわかりやすく設置するとともに、記載台
に手指用の消毒液を設置し窓口の手続きを安心して行ってい
ただくことができた。

11
オンラインでつながる「コミュニケー
ション行政」の推進

障がい福祉課
Web会議で開催、遠隔手話サービスの開始、手話動画を制作し、
動画配信サイト（YouTube）、オンライン等による相談支援を実施し
た。

窓口に来なくても相談や手続きができ、来庁者数の減少が図
られ、業務時間内において事務に充てられる時間の確保、残
業時間の削減が図られた。

12
浦安市市民公開講座「いまから考
える在宅医療と介護」

高齢者包括
支援課

１回目は会場での聴講を定員の半分以下に設定、オンライン聴講
の態勢で実施、講座内容をYouTubeにアップし周知を図った。２
回目は録画した講座内容をYouTubeにアップし、聴講の機会を確
保した。

オンラインを活用し講座内容を周知することができた。また、公
開講座をYouTubeにアップしたことによって、当日参加ができ
なかった高齢者等の聴講機会を広げることができ、市民の満
足度が向上した。

13 子どもたこあげ大会のオンライン化 青少年課

「オンライン方式でのたこあげ大会」を開催、専用用紙を配布し、
子どもたちが描いた凧をスキャナで読み込み、専用アプリを経由
し、空を背景とした画面に読み込んだ凧が泳ぎ始め、最終的に
は、その画面を動画としてホームページ上に公開し、協力いただ
いた子どもたちや保護者に見てもらう。

参加者は約500名から「オンラインたこあげ大会」では、約
1,500枚の凧の絵が集まる見込みで参加者数の拡大につな
がった。家族のコミュニケーションが深まることが期待でき、同
程度の費用で実施、コロナ禍での青少年健全育成事業として
大変意義のあるものとなった。

14 市税等のキャッシュレス納付の推進 国保年金課

納税において、スマートフォンを利用し、アプリケーションにて納付
できるサービスを開始した。キャッシュレス化の拡大など時代の潮
流をとらえ、納税者の新たな生活様式に合わせた納付しやすい環
境を整備した。

想定を上回る利用件数で自宅にいながら、時間を問わず納税
できる環境は、出かけず接触することなく、市税等の納付をす
ることができるようになり、納税者の利便性向上に繋がった。

15 窓口申請における受付方法の変更 環境保全課
エコホーム補助金の申請や特定建設作業の届出等については、
これまでは窓口受付のみとしていたが、新型コロナウイルス感染
拡大防止のため郵送受付も可とした。

申請者や届出者が来庁する必要がなくなった。また、担当職
員としても当該申請等における窓口対応の時間にとらわれる
ことなく、事務作業を進めることができた。

16 リモートおでかけビーナスの開催 ごみゼロ課

着ぐるみでパフォーマンスを行う会場と現地をリモートでつない
で、「リモートおでかけビーナス」として事業を行った。「明海の丘
夏まつり」では、進行役が居るメイン会場とクルン・グルンがパ
フォーマンスを行う別会場とをリモートでつなぎ、自治会会員が自
宅で視聴できるようにした。

メイン会場が密になることなく、クルン・グルンのパフォーマンス
映像も視聴可能とするなど、これまで行ってきた「おでかけ
ビーナス」と同様にごみ減量や再資源化等の啓発活動を行う
ことができた。

17
バス利用客に向けた新型コロナウ
イルス感染拡大に対する注意喚起

都市計画課

停留所７カ所に計１４個の看板をロータリーの管理者である道路
管理課と協議のうえ、都市計画課で作成及び設置を行った。迅速
かつ低予算で対応するため、カラーコーンの頭にプラ製の看板を
付けられる既製品を購入し、イラストと注意文を掲載し、都市計画
課の職員で作成した。

バス利用客に対し、バスを待つ際に密な状態となることを避け
るよう、効果的に注意喚起を行うことができ、利用者からの不
安や心配の声がなくなった。
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整理
No 提案名 所属 概要 効果

18
台帳記載事項証明書等の事前交
付申請の開始について

建築指導課
「台帳記載証明書・概要書・位置指定申請図」の交付申請におい
て、電話・メール・ＦＡＸによる事前申請制度を導入し、窓口での滞
留防止や直接対応をできるだけ減らせるよう工夫した。

窓口の混雑が大幅に緩和されたため、滞留が解消された。業
者と職員の直接接触機会も減少し、職員の窓口対応が減少し
た結果、業務スケジュールを組み立てて業務に臨めるようにな
り、効率化が図れた。

19 Web方式による会議実施について 道路整備課

外部と打ち合わせに「zoom」・「Microsoft Teams」を利用したWeb
会議で行った。部会議室・課設計室でテレビ機器を接続して会議
を行った。使用する機材を簡素化し、機器に精通した担当者でな
くても行うことができる仕組みを作った。

庁舎在席時及び在宅勤務時に国や委託業者と20回以上の
Web会議を行い、事業の進捗が著しく遅れることなく、事業目
的が達成されました。「画面共有機能」を活用し、参加者の意
思疎通の改善が図れた。

20
地籍調査事業実施にあたる土地所
有者への事業説明会の代替対応

地籍調査課

土地所有者へ事業説明会に事業説明用の動画を制作、動画配
信サイトYouTubeにて配信し、土地所有者へ視聴を促したほか、
動画をペーパーに加工したものを郵送し、事業についての理解を
促した。さらに事業概要や事業の流れを簡単にまとめたパンフレッ
トの制作も行った。

動画での配信としたことで、複数回聞きたい説明箇所を自由
にいつでも聞くことができ、事業説明会に参加できない場合で
も同様の説明内容を伝えることができた。パンフレットに関して
は、媒体として意義あるものとなった。

21 郵送による届出書等の受付開始
消防本部
予防課

消防用設備等点検報告書や自衛消防訓練通知書など一部の届
出書等の郵送による受付を開始した。

窓口対応が減少し、業務の効率化を図ることができた。また、
郵送対応を開始したことにより、窓口に来なくても手続きがで
きたり、受付処理の為に来庁者を待たせることもなくなった。結
果、市民の負担軽減と市民サービスの向上に繋がった。

22
全国火災予防運動に伴う火災予防
ＰＲ活動

消防本部
予防課

飛沫感染防止用パネルに火災予防標語付オリジナルシールを貼
付し、火災予防ＰＲを展開した。明るく楽しい雰囲気で企画し、課
窓口に設置してある飛沫感染防止用パネルの圧迫感を解消す
る。

例年とは違う形で市民には火災予防ＰＲができた。パネル設
置に伴う圧迫感を解消することができ、市民が出入りしやすい
明るい雰囲気を作り出すことができた。時間や人件費が削減
でき、職員負担の軽減に繋がった。

23 研修等におけるオンラインの活用 指導課

研修や各種講習会等を可能な限りオンラインで開催した。オンラ
イン（ライブ配信型）で実施し、臨場感のある研修で受講者の理解
が早かった。欠席者に対しては後日、オンラインで視聴できるよう
にして、フォローを図った。

出張旅費の削減、移動時間の削減、時間と人手の削減、研修
の準備時間の短縮ができた。受講者も事前に資料を見ること
ができるため、事前の予習ができて理解の一助となった。

24 就学相談
教育研究
センター

「就学説明」として、少人数で説明、個別の対応で開催した。内容
をホームページに掲載、資料を郵送、電話での相談や業務を分
散して案内したほか、消毒と換気を統一した。

「安心して相談できた」「少人数であり個別での説明をしてくれ
たのでわかりやすかった」など就学対象の保護者に広く周知
できた。就学対象の保護者に広く周知でき、相談件数は昨年
と同様数の対応ができた。

25
コロナ禍におけるインターネットの
活用

生涯学習部
ホームページ、YouTube動画、公式SNS、QRコード、Web会議シス
テムを活用した。

情報提供、事業案内等の効果的な周知、ネット受け付けによ
る業務縮減、講座受講の新たな形、資料紹介、業務の可視
化、オンライン会議による活発な意見交換ができた。

26
会計年度任用職員募集事務の改
善

中央図書館
募集要項・履歴書共に図書館ホームページからダウンロード、受
付は郵送でも可能とした。印刷等できない方向けに図書館事務室
でも配布を行い、受付も郵送と事務室での提出を可能とした。

ホームページ中心の募集事務を進めることで時間が大幅に削
減でき、ペーパーレス化が図れた。また、合格者番号をホーム
ページに掲載するようにしたことで業務効率が向上した。図書
館に来なくても応募手続きでき、応募者の負担が軽減された。
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27 ＷＥＢ会議を利用した議員間討議 議会事務局
各議員所有のパソコンを利用したＷＥＢ上での協議を重ね、後の
正式な委員会において協議内容を確認、小委員長は、議事堂の
会議室にて事務局とともに参加した。

議員各々が来庁することなく、時間や場所に縛られることなく
討議に参加・傍聴が可能となった。

28
選挙の投票所における飛沫防止対
策のコスト削減

選挙管理
委員会

飛沫防止障壁の設置について検討し、アルミ製で机に着脱可能
なランタンポールにビニールシートを張って対応することとした。

アクリル板で対応した場合の1/3以下の価格、コスト削減に繋
がった。
災害の際の避難所で需要が見込める。

29 定期監査等における会議室
監査委員
事務局

会場を事務局内の会議室から、より広い会議室（議会委員会室）
へ変更するとともに出席者を必要最小限の人数としてもらうよう依
頼し実施している。

新型コロナ感染症防止への対応ができた。

30
外部研修におけるオンライン研修
参加

監査委員
事務局

研修参加において、オンライン開催の受講も可能となったため、
オンライン研修への参加とした。

新型コロナ感染症防止への対応を行った。
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